
27・6・153

小金井チャレンジデ小金井チャレンジデーー22015を015を
実施しまし実施しましたた
　５月２７日（水）にチャレンジデーが実施され、午前０時～午後９時に運動した方の参加
率を、人口規模が同程度である鹿児島県霧島市と競い合いました。
　結果は、参加率７５.２％で霧
島市の８０.７％に惜しくも届か
ず敗れてしまいました。当日
は８８,２７８人の方が参加し、体
操等のいろいろな運動で汗を
流しました。
　また、市内各所では、ウオ
ーキングやセパタクロー体験
等のイベントが開催され、チ
ャレンジデーを盛り上げてく
れました。

す
る
方

意
見
の
提
出
方
法　

６
月　

日
～

２６

７
月　

日
（
必
着
）
に
、
住
所
・

２３

電
話
番
号
・
氏
名
・
再
開
発
事
業

の
名
称
・
意
見
を
明
記
し
、
郵
送

ま
た
は
直
接
、
都
都
市
整
備
局
市

街
地
整
備
部
再
開
発
課
（
〒　

儿
１６３

８
０
０
１
住
所
不
要
・
都
庁
第
二

本
庁
舎　

階
中
央
）
へ
。

１９

問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま

ち
づ
く
り
係
（
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

６
２
）

 
募
集
戸
数

①　

一
般
世
帯
向
け
１
戸
＝
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て
の

３
階
部
分
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な

し
）・
約　

平
方
㍍

６０

②　

車
い
す
使
用
者
世
帯
向
け
１

戸
＝
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３

階
建
て
の
１
階
部
分
・
約　

平
６２

方
㍍

所
在
地　

桜
町
２
儿
８
儿　
１３

家　

賃　

①
２
万
８
千　

円
～
５

５００

万
６
千
円
②
２
万
９
千　

円
～
５

３００

万
７
千　

円
（
い
ず
れ
も
収
入
に

５００

よ
り
異
な
り
ま
す
）

入
居
予
定
日　

８
月
中
旬

申
込
条
件　

次
の
す
べ
て
を
満
た

す
方

▽　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
成
年

者
（　

歳
未
満
の
既
婚
者
を
含

２０

む
）
の
う
ち
、
平
成　

年　

月

２６

１０

　

日
以
前
か
ら
市
内
に
居
住
ま

１６た
は
勤
務
し
て
い
る
こ
と

▽　

同
居
親
族
が
い
る
こ
と

▽　

世
帯
の
所
得
が
所
得
基
準
内

で
あ
る
こ
と

▽　

市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

▽　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

▽　

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

申
込
書
等
配
布
・
申
込
受
付　

６

月　

日
（
月
）
～　

日
（
火
）
の

１５

３０

午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時
（
正

３０

午
～
午
後
１
時
、
土
曜
・
日
曜
日

を
除
く
）
に
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
）で
。

※　

申
込
書
等
は
、
管
財
課
（
市

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集

役
所
本
庁
舎
１
階
）
、
夜
間
・

休
日
は
施
設
管
理
室
（
同
１

階
）
で
も
配
布
し
ま
す
。

そ
の
他　

申
込
多
数
の
場
合
、
抽

選
は
７
月　

日
（
月
）
午
前　

時

１３

１０

か
ら
、
市
役
所
第
二
庁
舎
８
階　
８０１

会
議
室
で
行
い
ま
す
。

申
込
方
法　

受
付
期
間
中
に
、
募

集
案
内
に
同
封
し
て
い
る
申
込
書

等
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

提
出
の
際
に
来
庁
す
る
こ
と

が
困
難
な
方
は
、
申
込
書
・
は

が
き
・
返
信
用
封
筒
（　

円
切

８２

手
を 
貼 
っ
た
も
の
）を
同
封
し
、

は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住

宅
係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不

１８４

要
☎　

儿　

儿
９
８
６
１
）

０４２

３８７

  　

家
を
新
築
、
建
て
替
え
を
し
た

場
合
は
、
建
物
に
住
居
番
号
（
○

番
○
号
）
を
付
定
し
ま
す
の
で
、

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
住
所

付
定
に
は
１
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま

す
。
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
は
、
名
称
の
届
け
出
も
必
要
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
名
称
を
変
更

し
た
場
合
も
同
様
で
す
。

　

な
お
、
増
改
築
を
し
た
方
も
、

出
入
口
な
ど
の
変
更
に
よ
っ
て
住

居
番
号
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
居
表
示
板
（
住
所
の
番
号
）

が
破
損
し
て
お
困
り
の
場
合
、
無

料
で
作
成
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
市
役

所
第
二
庁
舎
１
階
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
３
０
）

新
築
・
建
て
替
え
等
を

し
た
と
き
は
住
所
付
定
の

手
続
き
を

 　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

所
が
あ
る　

歳
以
上　

歳
未
満
の

２０

６０

す
べ
て
の
方
が
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
制
度
で
す
。

　

原
則　

年
以
上
（
免
除
承
認
期

２５

間
等
含
め　

月
以
上
）
保
険
料
を

３００

納
め
る
と　

歳
か
ら
老
齢
基
礎
年

６５

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

万
一
、　

年
に
満
た
な
い
と
、
将

２５

来
、
年
金
を
受
給
で
き
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
　

歳
に
お
い
て
、
老
齢
基
礎
年

６０
金
を
受
け
ら
れ
る
加
入
期
間
を
満

た
し
て
い
な
い
方
、
未
納
期
間
・

未
加
入
期
間
が
あ
り
、
満
額
の
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
は
、
申
し
出
の
あ
っ

た
月
か
ら　

歳
到
達
月
の
前
月
ま

６５

で
の
期
間
、
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和　

年
４
月
１
日
以

４０

前
生
ま
れ
の
方
は
、　

歳
到
達
月

７０

の
前
月
ま
で
の
間
で
、
年
金
を
受

け
ら
れ
る
加
入
期
間
を
満
た
す
ま

で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
（
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上

げ
支
給
を
受
け
て
い
る
方
は
加
入

で
き
ま
せ
ん
）

　

納
付
方
法
は
、
原
則
口
座
振
替

と
な
り
ま
す
。
加
入
希
望
の
方

は
、
国
民
年
金
係
の
窓
口
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

保
険
年
金
課
国
民
年
金

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
４
４
）

３８７

 

国
民
年
金
は　

歳
以
降

６０

で
も
加
入
で
き
ま
す

 　

ご
み
処
理
の
広
域
化
に
伴
い
、

日
野
市
、
国
分
寺
市
、
小
金
井
市

で
新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
設
置

お
よ
び
運
営
に
関
す
る
事
務
を
共

同
で
行
う
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ

れ
る
、
浅
川
清
流
環
境
組
合
の
組

合
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
新
可
燃
ご
み
処
理
施
設

の
計
画
概
要
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

と　

き　

７
月
１
日
（
水
）
午
前

　

時
か
ら

１０と
こ
ろ　

東
京
自
治
会
館
（
府
中

市
新
町
２
儿　

儿
１
）

７７

問
合
先　

日
野
市
新
可
燃
ご
み
処

理
施
設
建
設
準
備
室
（
☎　

儿　
０４２

５８９

儿
０
６
６
１
）
、
市
ご
み
処
理
施

浅
川
清
流
環
境
組
合
議
会

を
開
催

設
担
当
（
☎　

儿　

儿
９
８
５

０４２

３８７

４
）

 
新可燃ごみ処理施設の計画概要

日野市石田１丁目２１０番地の２建設場所

一部事務組合設立平成２７年度

今後の予定 施設建設の実施設計
と建設工事平成２８〜３１年度

本格稼働開始平成３２年度

　

都
お
よ
び
市
で
は
、
次
の
都
市

計
画
案
・
事
業
計
画
案
に
つ
い

て
、
縦
覧
お
よ
び
対
象
の
方
か
ら

の
意
見
書
の
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。

〈
都
市
計
画
案
〉

対
象
都
市
計
画
案　

小
金
井
都
市

計
画
公
園
第
７
・
５
・
１
号
武
蔵

野
公
園

縦
覧
期
間　

６
月　

日
（
火
）
ま

２３

で縦
覧
場
所
・
時
間　

▽
都
都
市
整

備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部
都
市
計

画
課
（
都
庁
第
二
本
庁
舎　

階
北

２１

側
）
＝
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
５
時　

▽
市
都
市
計
画
課

都
市
計
画
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎

５
階
）＝
午
前
８
時　

分
～
正
午
、

３０

午
後
１
時
～
５
時

対　

象　

市
内
在
住
ま
た
は
都
市

計
画
案
に
係
る
利
害
関
係
の
あ
る

方意
見
の
提
出
方
法　

６
月　

日
２３

（
必
着
）
ま
で
に
、
住
所
・
氏

名
・
意
見
を
明
記
し
、
郵
送
ま
た

は
直
接
、
都
都
市
整
備
局
都
市
づ

く
り
政
策
部
都
市
計
画
課
へ
。

問
合
先　

都
都
市
整
備
局
都
市
づ

く
り
政
策
部
都
市
計
画
課
（
〒　
１６３

儿
８
０
０
１
住
所
不
要
☎　

儿
５

０３

３
８
８
儿
３
２
２
５
）
、
市
都
市

計
画
課
都
市
計
画
係
（
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
５
９
）

〈
事
業
計
画
案
〉

対
象
事
業
計
画
案　

武
蔵
小
金
井

駅
南
口
第
２
地
区
第
一
種
市
街
地

再
開
発
事
業

縦
覧
期
間　

６
月　

日
（
金
）
～

２６

７
月
９
日
（
木
）

縦
覧
場
所　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
）

対　

象　

当
該
事
業
に
関
係
の
あ

る
土
地
も
し
く
は
そ
の
土
地
に
定

着
す
る
物
件
に
つ
い
て
権
利
を
有

都
市
計
画
案
・
事
業
計
画

案
の
縦
覧
お
よ
び
意
見
書

の
受
け
付
け

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
推
進

本
部
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
の
公
布
・
施
行
日

（
平
成　

年
６
月　

日
）
に
ち

１１

２３

な
み
、
毎
年
６
月　

日
～　

日

２３

２９

に
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
女
性
の
活
躍
推

進
に
よ
る
日
本
経
済
再
生
を
重

点
と
し
て
お
り
、
「
地
域
力×  

女
性
力
＝
無
限
大
の
未
来
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も

と
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
た
各
種
広
報
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
内
閣
府
男
女
共
同

参
画
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp

 
   
 

://w
w
w
.gen

d
er.go

.jp
/

    
 
 
    
 
     
   
 
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

 　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
と
は
、
「
仕
事
の
充
実
」
と

「
仕
事
以
外
の
生
活
の
充
実
」

の
好
循
環
の
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、
第
４
次
男
女
共
同

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活

の
調
和
）
の
実
現
し
た

暮
ら
し
を
め
ざ
し
ま
し

ょ
う みみみみみみみみみみみみみみみみ

んんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななな

み
ん
な
ののののののののののののののののの

ひひひひひひひひひひひひひひひひ
ろろろろろろろろろろろろろろろろ
ひ
ろ
ばばばばばばばばばばばばばばばばば

男
女
平
等
社
会
を
め
ざ
し
て

参
画
行
動
計
画
の
基
本
目
標
の

一
つ
に
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
し
た
暮
ら
し

を
め
ざ
す
」
を
掲
げ
、
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
豊
か
な
潤
い
の

あ
る
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

　

生
き
が
い
や
心
の
豊
か
さ
を

感
じ
ら
れ
る
多
様
な
生
き
方
を

実
現
す
る
た
め
に
、
以
下
の
項

目
を
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
働
き
方
の
見
直
し
】

▽　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
生
活

環
境
、
自
ら
の
人
生
観
に
合

っ
た
快
適
な
働
き
方
を
し
て

い
る

▽　

経
済
的
な
自
立
が
図
れ
、

個
性
や
能
力
を
生
か
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
快
適
に
働

く
こ
と
が
で
き
て
い
る

【
家
庭
生
活
の
充
実
】

▽　

男
女
が
と
も
に
家
事
・
育

児
・
介
護
を
協
力
し
、
家
族

と
の
時
間
が
充
実
し
て
い
る

▽　

結
婚
、
子
育
て
、
定
年
後

の
暮
ら
し
な
ど
生
活
設
計
を

考
え
て
い
る

【
地
域
づ
く
り
や
市
民
活
動
等

へ
の
参
加
】

▽　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
地
域

活
動
に
参
加
し
、
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
て
い
る

▽　

地
域
と
の
信
頼
関
係
を
構

築
し
、
暮
ら
し
が
充
実
し
て

い
る

▽　

自
己
実
現
の
た
め
、
自
己

啓
発
を
図
っ
て
い
る

【
心
身
の
健
康
・
休
養
】

▽　

年
齢
や
状
況
に
応
じ
た
体

調
管
理
を
し
て
い
る

▽　

食
事
や
運
動
、
睡
眠
に
気

を
付
け
て
、
気
分
転
換
し
、

気
持
ち
が
安
ら
か
に
過
ご
せ

て
い
る

們
們
◇
共　

通
◇
們
們
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合
先　

企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
（
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儿　

儿
９
８

０４２

３８７

５
３
）

６
月　

日
～　

日
は 

２３

２９

男
女
共
同
参
画
週
間


